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データ抽出条件ファイル（*.ecox）での運⽤ 

DataNature Smart 管理ツールのデータ抽出設定で作成したデータ抽出条件ファイル（*.ecox）を 

データファイルとして指定した場合、データベースから条件に該当するデータをクライアントツールに 

読み込むことができます。 

なお、ご利⽤の製品により、以下のように設定内容や動作が⼀部異なります。 

 

クライアントサーバー版の場合 

 DataNature Smart フォルダーに ECOX ファイルを読み込む場合は、クライアント側に 
ODBC データソースの設定は必要ありません。それ以外の場所にある場合は必要です。 
 

 変数を利⽤した定義内容の場合、利⽤者が変数の値を指定してデータを読み込むことができます。 
変数利⽤設定済みの ECOX ファイルが対象です。その設定がない場合は読み込めません。 

 

Personal 版、スタンドアロンモードで起動の場合 

 クライアント側に ODBC データソースの設定が必要です。管理ツールと同じ設定が必要です。 
 

 変数を利⽤した抽出条件ファイル（*.ecox）は読み込めません。 

 

変数を利⽤した抽出定義の設定について（クライアントサーバー版のみ） 

[変数利⽤設定]ダイアログを開き、クライアント側に表⽰する画⾯の設定を⾏います。 

詳しい操作については、操作マニュアルの「S01-01 データ抽出設定」－「3-3 変数利⽤設定」をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

起動イメージ（変数の指定⽅法を「指定ファイルの項⽬から選択」にした例） 

変数の指定方法を選択します。 

設定が終了したら、[登録]ボタンをク

リックしてダイアログを閉じ、最後に

Step5 画面で抽出条件ファイル

(*.ecox)を保存します。 
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[該当件数を確認]をクリックすると、条件に

該当するデータの件数を表示し、データの読

み込みを実行します。 

クライアントから、当該 XDNP ファイルをダブル

クリックして実行すると、変数の値を指定する

[条件定義]ダイアログが表示され、変数を指定

し、[OK]をクリックするとクライアントにデータ

を読み込みます。 


